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教室通信
平成15年度の電気系２専攻（電気工学専攻と電子物性工学専攻）と附属イオン工学実験施設の桂移転
に伴い、吉田キャンパスで学部教育、桂キャンパスで大学院教育が行われることになり、教官は両キャ
ンパスの教育を掛け持ちしなければならなくなりました。これに伴って生じる最大の問題は吉田から桂
に移動するのに１時間以上の時間をとられることです。桂キャンパスで研究指導やデスカッションを行
い、研究室のスタッフ全員の意思疎通をはかるには、主として講義を担当する教授と学生実験を担当す
る比較的若い教官が、異なった曜日に吉田キャンパスに勤務することにより生じる不都合を解消しなけ
ればなりません。このため、研究室に所属する教官と大学院生・学部４回生一同に会する日を週少なく
とも１日桂キャンパスに確保する必要があります。電気系２専攻では、次のような対策をとってこの不
都合に対処しようとしています。
（１）学生実験の内容と時間割の変更
従来の週1.5日の２、３、４回生が履修する学生実験および研修を、２、３回生に履修させ週１日に
圧縮します。しかし、この圧縮によって学部の実験教育が疎かになってはいけませんので、学生実験の
内容はかなり変更し相当密度の濃いものになっています。また、これにより２、３回生の計約260名が
同じ日に学生実験室に集合するため、部屋の確保も重要なことになってきます。
（２）研究室配属に必要な単位数の変更
「学部教育は吉田キャンパスで行う」が原則ですが、４回生の卒業研究を吉田キャンパスで行うこと
は事実上不可能であり、桂キャンパスで実施します。このため、４回生で受講する科目が多いと、殆ど
毎日学生は吉田キャンパスで受講した後、桂キャンパスに移動しなければなりません。講義の時間帯や
移動時間の長さを考慮しますと、４回生が桂キャンパスに出向きにくいという不都合が生じます。これ
に対処するには、学部学生は４回生で受講する科目の数を減らし、できるかぎり１、２、３回生までの
科目で卒業単位数に近い単位数を取得しておくことが望ましいことになります。このことから、４回生
の研究室配属に必要な取得単位数は従来103単位でしたが、これを115単位に引き上げました。
以上は移転に伴って生ずる不都合を克服する時間割やカリキュラム上の工夫を検討した主な点です
が、先生方ができるだけ満足の行く時間割をつくる作業にも取り掛かっています。この他にも予期しな
い不都合が生じることもあると思われますが、そのときは電気系構成員全員で知恵を出し合って、一歩
一歩それを乗り越えていかねばなりません。教官には桂キャンパスにおける大学院教育を充実させ高度
な研究を遂行する使命があります。一方で、教官は吉田キャンパスにおける学部教育という義務を負い
ます。これを両立させることが教官層のこれからの責務であります。 （奥村浩士）
「cue」第９号をお届けいたします。巻頭言や産業界の技術動向など興味深い記事をお寄せいただき
ましてありがとうございます。電気系教室の研究や教育活動をお知らせするとともに、実社会で活躍さ
れている方々のご意見やご研究内容を参考にさせていただければ幸いです。今後ともご協力を賜ります
ようよろしくお願い申し上げます。 （N. K.記）
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